
































 

資料６ 事業事前評価表  

 
1. 協力対象事業名 

  中央アフリカ共和国 3 号国道舗装計画（フェーズ IV） 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

（1） 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 

我が国は、当該国に対し ODA 大綱を踏まえ、無償資金協力及び開発と女性

（WID）や社会基盤分野等での研修員受入等の技術協力を中心に援助を実施し

ている。無償資金協力については、水供給、道路分野等を対象に実施している。

我が国の同国に対する支援は、98 年に相次いで発生した国軍の一部兵士の反

乱による政情不安、治安の悪化に伴い、研修員受入を除き一時的に中断された。

その後、アフリカ仲介軍(MISAB)および国連 PKO(MINURCA)の治安維持活動もあ

り、現地情勢が落ち着いたため支援を再開したが、2001 年にはクーデター未遂

事件、11 月には兵士間の武力衝突事件、また、2002 年 10 月には政府軍と反乱

兵との間の銃撃事件が発生していることから、同国の政情・治安に十分注意し

ながら民主化促進、経済の安定化に資する支援を検討する。 

なお、同国政府は、貧困削減戦略書（PRSP:Poverty Reduction Strategy Paper）

作成作業を進めており、2000 年 12 月に暫定版を作成した。 

（2）当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

中央アフリカは内陸国であり、また輸入産品への依存度が高いため、近隣国、

特に海港へと通じる輸送路の整備が同国の経済発展に向けた重要課題となっ

ている。同国の輸出入物資の大半はカメルーンのドゥアラ港で取り扱われてい

るが、首都バンギから 1 号国道および 3 号国道を経る道路がドゥアラ港へ至る

唯一の内陸輸送路となっている。そのため 3 号国道は中央アフリカの最重要道

路のひとつに位置付けられているが、未舗装（土道）であるため、特に雨季に

は路面の状態が著しく悪化して車両走行が困難となり、通行止めも頻繁に行わ

れている。我が国は、同国運輸セクター計画（PST）の最優先整備事業にも掲

げられている 3 号国道の重要性に鑑み、ボッサンベレ～バオロ間（約 224km）

の舗装を 1990 年より 2002 年まで無償資金協力により実施した。現在、バンギ

～ドゥアラ間の未舗装区間は今次対象のバオロ～ブアール間（約 52km）を除

いて各国ドナーの援助で施工中もしくは業者選定の段階にあるため、本プロジ

ェクトが実施されれば全線約 1,450km の舗装が完了する見込みであり、中央ア

フリカの物流の安定、輸送コストの低減等に貢献するものと期待される。 

3. 協力対象事業目的（プロジェクト目標） 

     3 号国道バオロ～ブアール間（約 52km）を舗装化することにより、年間を通じ同

国道での安定した人の移動・物資の輸送が確保されることを目的とする。  

4. 協力対象事業内容 

（1）対象地域 

   バンギ市、オンベラ・ムポコ県、ウハム・ペンデ県、ナナ・マンベレ県、マンベレ・カディ県

（2）アウトプット 

   3 号国道バオロ〜ブアール間（約 52ｋｍ）が舗装される。 

（3）インプット 

 【日本側】 

   DBST 舗装約 52km、カルバート 30 箇所及び橋梁 1 箇所の改修、道路付帯構造物の整備 

 【中央アフリカ国側】 

   土取り場、工事ヤード等の用地確保 

 

（4）総事業費 

   概算事業費 21.54 億円（日本側負担 21.54 億円、中央アフリカ国側負担無し。） 
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（5）工期 

   詳細設計を含め約 37 ヶ月工期(予定) 

（6）実施体制 

   主管官庁及び実施機関：施設・運輸・住宅・僻地開発担当省 

5. プロジェクト成果 

 

（1）プロジェクト裨益対象の範囲および規模 

・裨益対象地域：バンギ市、オンベラ・ムポコ県、ウハム・ペンデ県、ナナ・マンベレ県、マ

ンベレ・カディ県 

・裨益人口：約 160 万人（全人口の約 45%） 

 

（2）事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

 

1)  走行所要時間の短縮 

指標 2002 年(実施前) 2007 年(実施後) 

バオロ～ブアール間の走行所要時間   

 1) 雨季（降雨状態） 570 分  75 分 

 2) 乾季 120 分 75 分 

 

2)  通行止めの解消 

＊雨季（6 月～9 月）に対象区間内のチェックポイントで通行止めが行われる月平均回数  

指標 2007 年(実施後) 2007 年(実施後) 

雨季の通行止め回数 15 回／月 0 回／月 

6. 外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

（1）実施機関は日常の維持管理（ポットホール補修、路肩補修、草刈り等）、また、7〜8年毎に表層

のオーバーレイを実施する必要があり、そのための予算措置を行うこと。 

（2）交通量の確保の観点からは、治安が著しく悪化しないこと。 

7. 今後の評価計画 

（1）事後評価に用いる成果指標 

  1) 対象区間の走行所要時間 

  2) 通行止め回数 

（2）評価タイミング 

  2) 2007 年以降（本プロジェクト対象全区間の供用開始後）  
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